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１．研究計画の概要 

人体の健康に影響があると考えられる
PM2.5 粒子状物質や粒子状有機物(主に PAH)、
重金属類を対象として、わが国の風上域に位
置する長崎県福江島、沖縄本島辺戸岬および
福岡県福岡市において地上観測を行い、東ア
ジア起源のエアロゾルがわが国の都市域で
の大気汚染に与える影響の評価を目指す。 

 
２．研究の進捗状況 
(1)PM2.5 の長期観測: 人工 4 万人の福江島と
140 万人の福岡において 2009 年 4 月～2010
年に 4 月に測定された PM2.5濃度の月平均値
はきわめて近い値であった。福岡と福江島の
水平距離 190 km を考えると、九州北部の
PM2.5 濃度を規定しているのは、明らかに都
市・地点での大気汚染状況ではなく、長距離
輸送により生じた広域的な汚染場の状況で
あることを示している。 
  
(2)集中観測: 2009年および 2010年の 2回の
春季、2009 年 10 月(秋季)および 2010 年 12
月(冬季)と計 4 回の集中観測を実施した。こ
のなかで、輸送イベント時には粒子状有機物
以外の主要成分の福江・福岡での濃度はほぼ
変わらず、上述の PM2.5濃度と同様、九州北
部地域における長距離輸送分の寄与の大き
さが明らかとなった。 
 
(3)炭素系粒子の挙動: フィルター捕集され
た PM2.5中の炭素系粒子の濃度は、熱分離・
光学補補正法による透過光補正-有機炭素
(TOT-OC)濃度は福岡で福江の 1.3～1.4 倍程
度の濃度となっており、都市大気汚染による
付加分が明確に存在する。一方、透過光補正

-元素状炭素(TOT-EC)濃度は両地点での差が
小さく、長距離輸送分の寄与が大きい。 
 
(4)粒子中有害物質の挙動: OC 中の有害成分
のうち、2009 年と 2010 年の春に観測された
PAHs、ベンゾ[a]ピレン（BaP）、および n-
アルカンの福江と福岡での比較より、福岡で
観測されるこれら成分のうち 31～67%が長
距離輸送に由来するものと推定される。一方、
より有害性が指摘されるキノン類では、福岡
で測定される濃度はほとんどが長距離輸送
由来であると示唆された。 
 
(5)福江島にけるレーザー蒸発イオン化質量
分析計による測定では、個別粒子中に含まれ
るPAHsのスペクトルを捉えることに成功し、
これら有害物質が他のどのような物質と内
部混合した状態で運ばれてくるのかについ
ての知見が得られ始めた。 
     

３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 

(理由)九州北部の都市大気においても PM2.5
濃度レベルがほぼ長距離輸送分によって維
持されていることを初めて明らかにし、粒子
状物質中の有害成分(金属類、多環芳香族炭化
水素類)についても都市大気に対する長距離
輸送分の寄与を明示的に示すことができた。
また、個別粒子測定で PAHs が見えるように
なったもの当初の想定以上の進展である。こ
れは、観測地点を戦略的に配置し、研究資
源・能力を集中的に投入した結果である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)H23 年度は夏季に集中観測を実施するこ
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とにより、弱風下、高温条件での PM2.5 組成
の都市域、離島での違いを明らかにし、比較
的容易に通年データを得られる黒色炭素
(BC)濃度から PAHs 濃度を推定する精度を向
上させる。これより、PAHs の通年濃度の推
定値を算出する。また、キノン・n-アルカン
を分析し、夏季の都市大気汚染による付加分
を評価する。さらに、早春に本研究領域内
A02-P07 班の航空機観測と同期して BC 等の
PM2.5中主要成分の地上を行い、物質輸送状況
の立体的な把握を行う。 
 
(2)福岡県保健環境研究所と連携し、福岡に
おいて、PM2.5分級器付ハイボリューム・エア
サンプラにより PM2.5 粒子の日毎のサンプリ
ングを行うとともに、平成 22～23 年度中の
フィルターサンプル中の主要無機成分、金属
成分、炭素系成分の分析を完了し、PAHs の
通年濃度と併せ、本研究領域内 A04-P12 疫学
研究班で使用するための PM2.5 組成の完全な
データセットを作成、提供を行う。また、こ
の結果と H22 年度に公募 A02-K07 班(内田昌
男)と共同で取得した 14Cによるバイオマス起
源 BC の分析結果との整合性を検討する。 
 
(3)これまでに得られたレーザー蒸発型エア
ロゾル質量分析計による観測データを集中
的に解析して、長距離輸送された個別粒子毎
の組成の混合状態と、同時観測で得られてい
るエアロゾルのバルク組成濃度データを比
較することで、輸送パターンや発生源地域に
よる特徴を抽出する。 
 
５. 代表的な研究成果 
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